
 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 創立 20 年記念行事を開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 10月2日にNPO北海道森林ボランティア協会の設立20周年記念行事が札幌市澄川都市環境林で来

賓、賛助会員を含めて60名程の参加者で開催しました。 

式典は主催者を代表して横山理事長と橿棒代表幹事が歓迎とお世話になっているお礼を述べ、来賓

の北海道 水産林務部森林管理局 寺田局長様、北海道森と緑の会 山谷理事長様、札幌市建設局 み

どりの推進部 みどりの管理担当 鈴木部長様から祝辞をいただきました。 

記念植樹では駐車場に近接する広場に、高さ4m程のハルニレ

2本を準備して皆で土入れを行いました。土入れの最後は未来を

担う子どもたちと理事長が一緒に行ないました。駐車場横には当

会の20年間の活動を紹介するパネルも展示され、参加者の皆さ

んが興味深げに見入っていました。 

 丸太切り選手権では用意

した両曳鋸を使って 2 名で

時間を競うもので、最初に理

事長と山谷さんがペアを組み挑戦し交代しながら無事に切り終え

ました。両曳鋸は最近では目にすることは少ないので、挑戦者が

続出し直径20㎝程のクリ丸太を1分を切るスピードで切り、喝采を

浴びていました。また、携帯酸素も用意されていたので息切れした

人は使っていましたよー！ 

酒井専務理事の中締めの挨拶の後は昼食です。栗ご飯、山菜おこわが入った豪華な弁当です。おい

しくいただき午後の部は林内散策とマキ割り体験です。青空の下での散策は途中でチッパー（枝葉粉砕

機）体験も入り、小屋前からD-2区、ｷｬﾘｺ橋、樹木園、中流橋を経由して戻りました。子供たちはまだまだ

元気でｷﾝﾄﾞﾘﾝｸﾞｸﾗｯｶｰを使ったマキ割りにも挑戦して楽しい時間を過ごしまた。 

この記念行事は2021年4月から大窪副代表幹事を委員長とする準備委員会が中心となって行事の内

容、招待者、記念誌、記念品、駐車場などを詳細に検討して進めてきました。天候にも恵まれ、記念行事

が無事に終了しました。ここに準備委員会皆さんに大いに感謝したいと思います。ありがとうございました。

（文・橿棒） 
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■ トピックス                                                       



■ 活動報告                                                        

◆ CGC烏柵舞の森 完了記念植樹会 

9月21日に台風一過の抜けるような青空の下で、「CGC烏柵舞の森 完了記念植樹会」が当会横

山理事長他多数の参加のもと盛大に開かれました。「CGC 烏柵舞の森」は千歳市国有林 5334 林班

ろ林小班(面積22.72ha)で、2011年9月北海道シジシーと石狩森林管理署が森づくりの協定を結び、

当会は北海道シジシー「みどりとこころの基金」の助成を受けて育林活動を行ってきました。 

完了記念植樹は敷地のほぼ中央のチャランケの丘にハルニレ2本を参加者15名の手により土かけ

を行いました。記念写真撮影の後では、それぞれが植樹したアカエゾマツ列に向かい、生長した姿

を感慨深げに見られていました。 

この植樹会の企画、準備そして進行を務められた、北海道シジシー 専務取締役 谷口哲也様には、

当会の活動開始当初から資金面や活動内容そして当会の監事として大変お世話になっています。紙

上を借りて暑く御礼申し上げます。今後もよろしくお願いいたします。（文・橿棒） 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 2022年第４回親子森林教室 森しり隊植樹祭報告 

澄み切った秋空の下、3 回目となる森しり隊植樹祭が野幌道有林 、愛称「親子の森」で開催されました。

森しり隊員14名、保護者11名、森ボラ協会員13名、空知振興局森林室から来賓2名（佐々木室長、竹

本主査）の総勢40名が参加しました。 

集合場所は瑞穂口で、活動場所までは隊列を組んで森の小径を抜けていきましたが、途中にはトリカ

ブト（毒！💀）やサラシナショウマなど秋の花が見られて気

分も次第に盛り上がりました。 

開会式は橿棒代表幹事の挨拶で始まり、3回目となる今

日の植樹祭で少しでも早く、風倒木被害にあったこの森を

豊かな森に回復させましょうと呼びかけられました。続いて

来賓の佐々木室長より、当協会が令和2年から3年にわた

り、道有林の再生に取り組んでいることへの感謝の言葉を

いただきました。 

今日のメインプログラムの植樹・食害防止ネット張り作業に

入る前に、大窪協会員より作業手順についてデモンストレ

ーションがありました。作業は9組の家族毎に行い、予め設

置された防草シート（3m×3m、デモを入れ10ヵ所）に5本

の苗木（針葉樹1本、広葉樹4本）を選んで植樹をします。

植樹後はシート周辺に約2ｍのポール4 本を立て、食害防

止ネットを張り巡らします。作業は粛々と進み、約90分の時

間内に全家族が完了させることができました。各シート脇に

立てた植樹者標識杭の前で家族ごとに笑顔で完成記念撮

影をして午前の部を終了しました。 

- 2 - 

防草シートに穴を開けて植樹 

食害防止用ネット張りのポール打込み 



■ 澄川の自然 38                                                        

昼食後は森しりタイムで、先ず「緑のダムの実験」を行い、

森林は保水機能と水の浄化機能があり、洪水などを防いで

くれるということを目で理解しました。次は酒井協会員の「葉

っぱの話」で、葉っぱの裏表を触ってもらいながらその違い

や、働きについて質問を交えながら説明してもらいました。

私たちが一生に呼吸する酸素を得るには、生涯に一人で

少なくとも19本の樹木を植えて育てなければならないとい

う話は皆の心に残ったと思います。 

最後のプログラムは「きこりトライアル」で、直径約20㎝の

材を、長尺ノコを使って速く切り落とす挑戦です。材が太く乾燥して堅かったので隊員たちにはかなり体

力のいる作業になったのですが、皆懸命にがんばり、中には2度目に挑戦する隊員もいました。 

終礼をした後、再び森の小径を移動して瑞穂口で解散となりました。自分で切り落とした木材の端切れ

を大事に持ち帰る隊員も多く、今日の活動の記念になることでしょう。子供たちが植えた稚樹が育ってど

んな森になるのか楽しみです。是非、大人になってもこの森を訪ねて数十年後の森を見届けてほしいも

のです。 （文・合田） 

       

森ボラ創立20周年の節目の年、2022年をまもなく終えようとしています。この1年の活動を振り返り、

ねぎらう忘年会を下記の要領で開催いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

宴会開始30分前の17：30までにホテルに各自参集ください。HOKKAIDO LOVEの利用で2時間飲

み放題を設定しています。また2次会開催場所を確保しています。宿泊はツイン（1室2～３名）を予約し

ています。原則1室2名と考えていますが、場合によっては3名の場合も考えられます。 

また、HOKKAIDO LOVE利用のため「ワクチン3回接種証明or陰性証明」「現住所を確認できるもの」

の2点の書類（コピー）の提出をお願いします。宿泊をともなう忘年会は久しぶりです。楽しい2日間を共

に過ごしましょう。多数のご参加をよろしくお願いします。  （忘年会幹事：丸尾 浩・本郷 千弥子） 

 

アクシバ (灰汁芝)・ツツジ科 

 昨年の秋、親子森林教室の後、清澤さんから小屋の裏手の山で赤い実を

取ったよ、名前忘れたという話を聞いていました。 

 20周年記念の当日、中島さんにアクシバがあるよ、と教えてもらいました。 

 一昨年シャクゾウソウを見付けた山の中腹辺りより少し上、高さ50cm位でま

だ葉は緑々しています。上から見ると葉の下に赤い実がある様に見えませ

んが、横から見てやっと葉の下にまんまるな実が下がっているのに気が付き

ます。 食べられると言う事でほんのひと握りでしたが、ジャムを作ってみま

した。癖のないほんのり甘くやさしい味のジャムが出来上がりました。清澤さ

んが言っていたのはアクシバだったのですね。 林内に生える落葉樹です、

トケンランが生えている所でも見掛けましたし、紅桜公園でも見かけました。 （文/写真・西野(澄)） 
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きこりトライアル 

  日時：2022年11月24日（木）から11月25日（金） 

    場所：北広島クラッセホテル ﾁｪｯｸｲﾝ 15:00から 25日ﾁｪｯｸｱｳﾄ 10:00 

    会費：12,000円（宿泊宴会プラン 1泊2食付き） 宴会開始：18:00 

    現地集合 ～ 移動手段としては北広島駅から無料バスあり マイカー利用 可 

     北広島駅西口発シャトルバス時刻（所要時間10分）14:45、15:40、16:15、16:45、17:15 

    ＊参加申し込みは11月の活動参加申込書で10月中にお願いします。 

■ 2022 年度忘年会のおしらせ                                                       



 

 

出席者(10/7):大窪・荻田・橿棒・加藤・清澤・釣井、西野(澄)・松藤・三橋・矢野  

1. 2022年11,12月活動ｽｹｼﾞｭｰﾙ（11月幹事会11月9日(水）)：了承 

2. 2022年8月末会計報告：了承 

3. 2022年度森林・山林多面交付金事業9月活動報告：了承。ﾛｰﾌﾟﾌﾟー ﾗｰの購入了承。 

4. 第4回親子森林教室報告と第5回活動ｽｹｼﾞｭｰﾙ：了承 

5. 20周年記念式典報告：10/2 無事に終了。木こりタイムは予定時間を大幅に短縮。散策は会員のみ。 

6. 11/2  第二回理事会議題：了承 

7. 澄川都市環境林整備方針（暫定版）の設定：了承 

8. 現場報告    

・9/1,17、10/6  野幌国有林の活動 ：植栽個所300本の地拵え、竹支柱設置終了。 

・9/9,11  野幌道有林活動：親子森林教室準備終了。 

・9/13,30  澄川南小学校野外活動支援：順調に推移。  ・コモドの森活動報告   

9. その他      

・冬季セミナー、会員例会計画（意見収集）：特になし。    ・年間ｽｹｼﾞｭｰﾙの改定：了承。   

・苗畑の苗木状況：在庫426本、今期使用予定205本。 

 ・機器の点検整備：整備内容、整備品購入は了承。プロ用機材購入は検討を継続。 

   ・入会金および年会費：10月以降の入会者は、会費を半額とする。（但し今年度の運用） 

 

月日 行事・活動地 
参加
人数 

活動内容 

9月17日(土) 野幌トトロップの森 13 笹刈り、枯損木処理、植樹箇所竹支柱設置 

9月20日(火) 
支笏湖 烏柵舞の森 

13 植樹会準備、植樹(9-3列)広葉樹51本、ﾂﾘｰｼｪﾙﾀｰ設置 

9月21日(水) 13 CGC烏柵舞の森完了記念植樹会(ハルニレ2本) 

9月23日(金) 澄川 - 雨のため活動中止 

9月25日(日) 澄川 18 20周年記念行事準備、コモドの森 

9月28日(水) 野幌道有林 9 笹刈り、地拵え、植樹箇所竹支柱設置 

9月30日(金) 澄川 21 20周年記念行事準備、澄川南小5年生自然学習支援 

10月2日(日) 澄川 26 20周年記念行事（式典、記念誌・記念品配付、散策他） 

10月4日(火) 野幌トトロップの森 - 雨のため活動中止 

10月5日(水) 豊浦町字大岸 4 ﾁｪﾝｿｰ技能・安全研修(多面事務局主催) 

10月6日(木) 
澄川 6 澄川南小4年生自然学習支援 

野幌トトロップの森 8 植樹祭準備(草刈り、地拵え、植樹箇所竹支柱設置) 

10月7日(金) ﾗﾙｽﾞﾋﾞﾙ BF1会議室 10 幹事会 

10月8日(土) 野幌トトロップの森 15 ｵｲｽｶ・ﾕﾈｽｺ植樹祭(針葉樹150本、広葉樹150本を植栽) 

10月10日(月) 澄川 - 雨のため活動中止 

10月13日(木) 澄川 18 
清掃活動、澄川南小5年生清掃活動支援 

㈱じょうてつCSR活動(清掃活動、植樹、ﾂﾘｰｼｪﾙﾀｰ設置) 

■ 活動履歴                                                       
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■今月の幹事会 


